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研究成果の概要（和文）：自由意志信念（「自由意志は存在する」という信念）はわれわれの社会生活でどのよ
うな機能を果たしているのだろうか。本研究はまず、自由意志信念が人々のウェルビーイングを促進する効果を
もつことを示している。それに対して、決定論に関する信念は自由意志信念やウェルビーイングを抑制する効果
があった。ただし、これらの抑制効果は一貫して観察されたわけではなく、決定論の種類等の条件によって変化
することが示唆されている。

研究成果の概要（英文）：What functions do free will beliefs (beliefs that free will exists) have in 
our social life? The present research found that people's belief in free will increases a sense of 
well-being. On the other hand, belief in determinism has effects of decreasing a sense of 
well-being. These effects, however, were not consistently observed, and they were suggested to vary 
depending on conditions such as types of determinism.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 自由意志信念

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
過去の研究では、「人々にとって自由意志が何を意味するか」が明らかになっている。それらの知見をふまえ、
本研究は自由意志信念がもたらす機能（ウェルビーイングの促進）や、それらの機能が働かない条件（決定論／
運命論に関する信念）を実証的に示した。ただし、後者の条件に関する知見は再現性に課題があり、決定論に関
する人々の概念分析の必要性が示唆される。また自由意志や決定論にまつわる人々の信念体系は、かならずしも
一貫してはいない可能性も指摘できるだろう。以上のように、本研究は自由意志信念の機能について理解を深め
るとともに、そこでの課題を示した点で意義があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 自由意志の信念はわれわれの社会生活において、どのような機能を果たしているのだろうか。
過去の研究では、「自由意志は存在する」という信念が強いほど、自己コントロール（衝動的反
応の抑制）や道徳的責任の帰属、社会への適合が促進されることが示唆されている。その結果、
「自由意志は存在する」と思う人は集団のなかで協調して生活できるならば、個人のウェルビー
イングは向上すると予測できる。つまり、自由意志信念は個人のウェルビーイングを向上させる
だろう。実際に、自由意志信念が強い人ほどウェルビーイングは高いことが確認されているが
（e.g., Baumeister et al., 2012）、こうした研究は研究者が理論的に仮定した自由意志概念にもとづ
く質問項目を使用している。それに対して、報告者は人々の間で共有されている自由意志概念を
経験的に抽出し、人々の素朴な自由意志概念にもとづく信念尺度を構築した。本研究はこれらの
成果にもとづきつつ、自由意志信念とウェルビーイングの関係を捉えなおすものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 まずは素朴な自由意志信念尺度を使用して、自由意志信念とウェルビーイングとの関係につ
いて、あらためて検証をおこなう。そしてそのうえで、決定論に関する信念が自由意志信念やウ
ェルビーイングに対してどのような影響を与えるのかを分析する。先行研究では、「すべての出
来事に原因がある」という決定論の考えにより、自由意志信念が低下することが示されている。
もしそうであるならば、決定論の考えは自由意志信念の低下を通じて、個人のウェルビーイング
を低下させると予測できるだろう。本研究はこのような決定論による影響を検討するとともに、
仮に決定論が自由意志信念やウェルビーイングを低下させるとするならば、それをどのように
抑制できるかもあわせて分析する。以上のことから、本研究は個人のウェルビーイングの維持・
向上という観点から、自由意志信念の機能に関して決定論の影響もふくめた包括的な検討をお
こなうこととする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 各研究は大学生もしくは一般成人を対象とし、質問紙もしくはインターネットを通じて調査・
実験をおこなっている。自由意志信念の測定では、これまでの研究課題（研究活動スタート支援
自由意志信念の構造と機能を説明する実証的モデルの確立; 15H06124）で作成した自由意志信念
尺度（他行為可能性、行為者性、制約からの自由の 3 因子から構成されている）を使用し、ウェ
ルビーイングの測定では、日本語版 Satisfaction With Life Scale（角野，1994）などを使用した。
また、（因果的）決定論や運命論の測定では、以下のように、新たな項目を作成して分析に利用
した。なお、これらの項目作成の際は決定論や運命論に関する哲学理論を参照しているものの、
人々の素朴概念にもとづいている（e.g., 自由記述等で決定論に関する人々の概念理解を尋ねた）
わけではない。そのため、（因果的）決定論や運命論に関する項目は人々の素朴な概念でなく、
研究者の理論的な概念を測定していた可能性も考えられる。 
 
 
 （因果的）決定論の項目例 
1. わたしたちの行動は先行する出来事や現在の状態によって決定される 
2. 人間の行動は先立つ要因により支配されている 
3. われわれの行動をふくめ、すべての現象にはそれに先立つ原因がある 
4. 先立つ要因が完全に同一であれば、必然的に同じ行動が生じる 
5. 先行するあらゆる条件がその後の行動を決定している 
 
 運命論の項目例 
1. そのときの思考や欲求が変化しても、実際におこなう行動は変化しない 
2. どんな意志を抱いても、最終的な行動は同一になる 
3. 自分自身の心の状態にかかわらず、同一の行動が生起する 
4. 本人の動機が変わっても、特定の行動がかならず生じる 
5. もしその人の信念が変化しても、実際の行動は変わらない 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
 まず自由意志信念とウェルビーイングの関係について、理論的な自由意志信念の尺度でなく、
素朴な自由意志信念の尺度を使用して分析した結果、両者の間には正の相関関係が観察された。
そのため、予測と一致して、自由意志信念は個人のウェルビーイングを促進する機能をもつこと
が示唆されている。さらに、自由意志信念と決定論の信念やウェルビーイングとの関係性を分析
したところ、決定論を信じる人ほどウェルビーイングが低下すること、またこれらの効果は自由
意志信念の低下によって部分的に媒介されることが示された。つまり、決定論を信じると、自由
意志信念が低下し、それが一つの理由となって、ウェルビーイングが低下しうると考えられよう。
ただし、このような関係性は一貫して観察されたわけではない。そのため、当初の予測と異なり、
決定論の信念は自由意志信念の低下を通して、ウェルビーイングを抑制させるとはかぎらない
ことが示唆される。 
 
それでは、どのような条件下で、決定論の信念は自由意志信念やウェルビーイングを低下させ

るのだろうか。この点について検討をした結果、運命論など、「どのような行動をとっても結果
は同一になる」という信念が強いとウェルビーイングは低下するのに対して、因果的決定論など、
「過去の出来事が現在の出来事を決定する」という信念が強くてもウェルビーイングは低下し
ない傾向が観察された。運命論と決定論は人々に混同されやすいことが指摘されているが、そう
だとすると、運命論の要素の有無により、決定論がウェルビーイングなどに与える影響も変化す
るかもしれない。ただし、運命論による効果も、かならずしも一貫して観察されたわけでない。
申請者はこれまでに、自由意志に関する人々の概念分析の研究知見をふまえ、決定論やウェルビ
ーイングとの関係性を検討してきたが、これらの関係性を議論するうえでは、決定論に関する
人々の概念も分析する必要があることを、本研究の知見は示唆しているといえるだろう。 
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